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1.1 流域及び河川の概要
鬼怒川流域の概要

• 鬼怒川は、源流域が日光国立公園に指定され、栃木県日光市の鬼怒沼（標高2,040m）に源を発し川俣ダ
ム及び川治ダムに至り、五十里ダムのある男鹿川を合わせ川治温泉、竜王峡、鬼怒川温泉の景勝地を南
流し日光中禅寺湖から流れる大谷川を合わせ、さくら市や宇都宮市を南下し茨城県結城市に入り田川を
合わせ守谷市大木地先で利根川に合流する。幹川流路延長177km、流域面積1,760km2の一級河川である。

五十里ダム

川俣ダム

川治ダム

【鬼怒川流域図】
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1.2 五十里ダムの概要
五十里ダムの諸元

堤頂長

堤体積

流域面積

112 m

267m

468.0千m3

271.2km２

利水容量 11,200洪水期、32,000非洪水期　　　(千m3)

有効貯水容量 46,000　　　(千m3)

洪水調節容量 34,800洪水期、14,000非洪水期　　　(千m3)

五十里ダムの諸元

湛水面積

総貯水容量 55,000　　　(千m3)

3.1km２

目的

重力式コンクリートダム

洪水調整，かんがい，発電

形　式

堤  高

男鹿川
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■男鹿川の水環境向上に関する取り組み

＜関連事業＞

・鬼怒川上流ダム群連携事業 ：維持流量確保（Ｑ＝0.7m3/s→1.0m3/s）
・湯西川ダム建設事業 ：維持流量確保（Ｑ＝1.0m3/s→1.5m3/s）
・下水道事業（旧藤原町） ：流水の水質レベルの向上、維持

男鹿川の本事業箇所は、日光国立公園特別区域内の、ホテル・旅館を
有する温泉街に位置し、地域にとってはシンボル的な存在となっている。

本事業では、環境に配慮した男鹿川の河道整備を行うことにより、自然
豊かな水辺の創造を図るものである。

1.3 五十里ダム水環境改善事業の概要

五十里ダム水環境改善事業（工期：H14年度～H16年度）

・親水性の向上

・河川景観の向上

・水生生物等の生息環境の改善
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H14 H15 H16
　①遊歩道 ● ● ●
　①遊歩道（既存）
　②階段工 ● ● ●
　③せせらぎ水路 ●
　④護岸 ● ● ●
　⑤床止改修 ●
　⑥河畔林 ● ●
　⑦水制工･自然石捨石 ● ● ●
　⑧導流工 ●
　⑨魚道改修 ● ●

事業期間
事業費 約9.6億円

親水性

平成14年度～平成16年度

生物生息
環境

景観

五十里ダム水環境改善事業の整備内容
施工年

凡 例内 容主な目的

男鹿川五十里ダム

鬼怒川
黄金橋

薬師橋

新男鹿橋

川治橋

川治温泉街

N

川治湯元駅

至川治ダム

1.3 五十里ダム水環境改善事業の概要
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1.3 五十里ダム水環境改善事業の概要
階段工

川に安全に近づけるように「階
段」を整備しました。

整備前

整備後

遊歩道
新男鹿橋から薬師橋の水辺等
を周遊できるように「遊歩道」を
整備しました。

整備前

整備後

せせらぎ水路
川に入って水に親しめる場を整
備しました。
平成15年以降は、新しく設置したせせらぎ水
路で「魚のつかみどり」が地域のイベントとし
て行われています。このイベントは、30年近く
続いており、設置以前は別の箇所で開催され
ていました。

整備前

整備後
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護岸

川岸をまもる「護岸」の整備に
あたり、景観に配慮しました。

整備前

整備後

1.3 五十里ダム水環境改善事業の概要
自然石捨石

護岸を保護し、さらに水生生物
のすみやすい環境を確保する
ため、護岸法尻に「自然石」を
寄せました。

整備前

整備後

魚道改修

魚がのぼりやすいように幅を広
くするとともに、長くして勾配
（かたむき）をゆるくしました。

整備前

整備後
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2.１ 費用対効果分析フロー

事業の選定

経済性の評価

○費用便益比(B/C)

事業費と維持管理費の実績整理

総費用（C)の算定

評価対象期間 ：整備期間＋26年
現在価値化基準時点：評価時点
社会的割引率 ：4%

総便益(B)の算定

評価対象期間 ：整備期間＋26年
現在価値化基準時点 ：評価時点
社会的割引率 ：4%
残存価値 ：評価期間以降も施設が

継続する場合の純便益

現地利用実態調査の実施

適正な調査手法の選定

本調査の実施（地域住民）

予備調査の実施（CVM）
便益範囲の設定、提示額の上下限設定
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2.2 費用対効果分析
  

旧藤原町

旧栗山村

那須塩原市

矢板市

塩谷町

旧今市市

旧日光市

那須塩原 IC

矢板 IC

日光 IC

日光

今市

新藤原

鬼怒川

鬼怒川

男
鹿
川 日

塩
も
み
じ
ラ

イ
ン

352

121

400

461

191

五十里ダム

川治湯本
川治ダム

東
北
自
動
車
道

東
武
鬼
怒
川
線

日光宇都宮道

川俣ダム

南会津町

整備エリア
（川治温泉）

■ 『地域の住民』の便益集計範囲

整備箇所の認知度が大きく変化する20km圏内とし、
鉄道、道路による利便性及び川治温泉地区への訪問
が少ない那須塩原市、矢板市を除く範囲。

■ 『地域の住民』の便益集計世帯は18,233世帯■ 『地域の住民』のWTP 373 円／月／世帯

住民基本台帳を母集団として無作為抽出を行った392世
帯にアンケート票を配布した。回収数は171世帯(43.6%)、
有効回答数は132世帯（33.7%)であった。これをもとに賛
同率曲線を求め最大提示額で裾切りを行い平均WTPを
算定した。

事業・整備エリアを知っている割合
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事業かエリアを知っている

認知度が著しく変化する20km圏内
では事業・整備エリアの認知率は
50%以上

　本資料は委員会配付資料に一部誤りがありましのたので修正させて頂いております。
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2.2 費用対効果分析
本事業は、地域住民へのアンケートを基にする「ＣＶＭ」により、費用便益
比を算定した。

純便益(B)の算定

評価対象期間：整備期間＋26年間

現在価値化の基準時点：評価時点

社会的割引率：4％

残存価値：施設が継続する場合の純便益

地域住民の

純便益(Ｂ1)

Ｂ1：約24.6億円

維持管理費

約0.3億円

費用(C)の算定

評価対象期間：整備期間＋26年間

現在価値化の基準時点：評価時点

社会的割引率：4％

事業に係る総費用(Ｃ)

Ｃ：約12.9億円

経済性の評価（地域住民）

費用便益比Ｂ1/Ｃ＝1.9

事業費

約12.6億円

準拠する基準等
「ダム周辺環境整備事業における費用便益分析の手引き（案）」（平成１２年３月）
「ＣＶＭを適用した河川環境整備事業の経済評価の指針（案）」（平成２０年５月）
「仮想市場評価法（ＣＶＭ）適用指針（平成２１年７月）
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日光市主催による活用本事業で整備した「せせらぎ水路」は川治温泉観光協会、日光
市により「魚のつかみどり」として活用されている。

2.3 事業効果の発現状況
地域での活用状況①

本事業箇所及び周辺では、地元自治会などによる清掃活動
が行われ、維持管理されている。

環境学習として、水生生物調査、稚魚の放流が行われている。

H18年地元自治会河川清掃 H21年地元小学校魚放流

利用実態調査②

男鹿川（ブロックＮｏ.１）のダム湖利用実態調査において、
H15とH18で比較すると利用した感想の満足度は増加
傾向にある。
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2.4 事業実施による環境変化
魚類

調査年度により調査時期・地
点・方法は異なるが、事業前後
において大きな変化は見られ
ない。なお、在来種であり放流
されていないウグイをH14と
H21で比較すると、捕獲数は増
加傾向にある。

五十里ダム下流の魚類確認状況

0
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H6 H9 H10 H14 H21

尾

アユ

ワカサギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

ウグイ

ゲンゴロウブナ

年
度

魚道の遡上調査結果として、ヤ
マメ、ニジマス、ウグイ、イワナ、
カジカの5種の遡上が確認でき
た。

魚道の機能維持に努め、日常
の巡視や河川水辺の国勢調査
により監視していく。

鳥類

河川環境と関わりの深
い水鳥は、2目4科7種を
確認し、キセキレイ、セ
グロセキレイ、カワガラ
スは事業前後において
確認できた。

調査年度により調査時
期・地点・方法は異なる
が、事業前後において
大きな変化は見られな
い。

764種数合計4科2目7種

●●●ミソサザイミソサザイ7

●●●カワガラスカワガラス6

●●●セグロセキレイ5

●●ハクセキレイ4

●●●キセキレイセキレイスズメ3

●●アオサギ2

●ダイサギサギコウノトリ1

備考Ｈ19Ｈ17Ｈ6種名科名目名No.

ＢＯＤについては、環境基準
（河川ＡＡ類型：1.0ｍｇ/ｌ）を満
足しており、良好な状態が維
持されている。
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茨城県 

栃木県

福島県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

日光市 

新潟県 

東京都 

栃木県宿泊者数
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8,000,000

8,500,000

9,000,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

宿
泊
者
数
（
人
）

旧藤原町宿泊者数（鬼怒川・川治温泉）

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2,200,000

2,400,000

2,600,000

2,800,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

宿
泊
者
数
（
人
）

川治温泉宿泊者数

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

320,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

宿
泊
者
数
(人
)

出典）日光市藤原総合支所観光課、栃木県産業労働観光部観光交流課資料

事業期間

日光市

旧藤原町

川治温泉

鬼怒川

五十里ダム

事業期間

事業後

事業期間

約3.5万人増
（H17→H20)

※H17年は大型ホテル休業等により大きく減少した。

約30万人

約22万人

約2.8万人

観光客の宿泊状況

栃木県全体ではH17年以降、宿泊者数が減少し
ている。

旧藤原町ではH17年に宿泊者数が減少傾向にあ
るが、H17年以降、宿泊者数は横ばい状態（約
200万人）となっている。
川治温泉ではH17年に宿泊者数が減少したが、
その後増加傾向にある。

2.5 社会経済情勢の変化



13

2.6 現時点における評価と今後の課題
１．事業完了時点における「水環境改善」に係わる便益に対する費用便益比は1.9で
ある。

２ ．生物で魚類・鳥類の種類数に関しては事業前後で大きな変化はなく、河川の水
質も同様であり、良好な状態が維持されている。

３．男鹿川整備をきっかけに、地元観光協会・自治会によりイベントの開催や地域活
性化への取り組みがなされている。

よって、「五十里ダム水環境改善事業」は、目的を果たしているものと判断する。

現時点では、五十里ダム水環境改善事業に対する改善措置の必要性は見られない。

現時点では、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性
は見られない。なお、今後更に評価技術の向上など適正な検討が望まれる。

2.8 同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の
見直し等の必要性

2.7 改善措置の必要性




